
ふ ,

市
営
住
宅
入

都
市
対
策
課
建
築
係
で
は
、
市
営

住
宅

（空
き
家

一
種

。
二
種
）
の
入

居
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〔入
居
資
格
〕
①
市
内
に
住
む
か
、

勤
め
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族
が

あ
る
こ
と
。
②
住
宅
に
困
っ
て
い
る

人
で
、
所
得
税
法
に
準
じ
て
算
出
し

た
収
入
月
額
が
、　
一
種
五
万
五
千
円

以
上
九
万
五
千
円
以
下
の
人
。
二
種

五
万
五
千
円
以
下
の
人
。
③
国
税

・

地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
と
な

身
体

の
不
自
由

な

人

の
巡

回
相
談

福
岡
県
と
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
ィ

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
巡
回
相
談

を
つ
ぎ
の
と
お
り
し
ま
す
。

①
目
や
耳
、
手
、
足
が
不
自
由
で
新

し
く

「身
体
障
害
者
手
帳
」
が
、
ほ

し
い
人
や
障
害
の
程
度
が
変
っ
た
人

②
補
装
具
の
交
付
や
條
理
を
受
け
た

い
人
、
③
そ
の
他
、
か
ら
だ
の
障
害

で
困
っ
て
い
る
人
な
ど
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（相
談
は
無
料
で
す
）

〔と
き
〕
　

エハ
月
四
日
④
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

〔会
場
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
三
階

当
日
は
、
印
か
ん
、
手
帳

（身
体

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
）
を （

１
種

・
２
種
）

居

者

募

集

つ
い
て
学
ぶ
も
の
。
受
講
料
は
無
料

《筑
役
校
区
婦
人
学
級
》
毎
月

一
回

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
婦
人
の
生
き

方
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で
筑
後
校
区

の
婦
人
が
対
象
。
受
講
料
は
未
定

《中
央
生
活
学
校
》
毎
月
第

一
本
曜

の
午
後

一
時
半
か
ら
消
費
問
題
を
テ

ー
マ
に
学
習
す
る
。
受
講
料
千
円
。

住
宅
金
融

公
庫

か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
は
、
昭
和
五
七
年

度
第

一
回
申
込
受
付
け
を
次
の
と
お

り
し
て
い
ま
す
。

一、翻撤鱒鶴ウ賤綿〉昭和五七年

四
月
二
十
六
日
十
五
月
末
日
ま
で

一、
住
宅
改
良

（増
改
築

。
修
繕
等
）

昭
和
五
七
年
四
月
二
十
六
日
～
昭

和
五
八
年
二
月
末
日
ま
で

選
考
方
法
は
受
付
順
で
無
抽
せ
ん

金
利
は
給
与
所
得
者

一
千
万
円
、
事

業
所
得
者
七
九
五
万
円
以
下
の
方
は

年
五

・
五
％

く
わ
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
所

（電
話
冤
〒
主
主
、
五
五
五
じ

か
ゝ

公
庫
業
務
を
扱
っ
て
い
る
最
寄
り
の

金
融
機
関
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
局
か
ら
お
願
い

省
資
源
に
ご
協
力
を
″

電
話
局
で
は
、
省
資
源
の
立
場
か

ら
電
話
帳
に
使
用
す
る
紙
の
節
約
に

努
め
て
い
ま
す
。
電
話
帳
は
、
こ
れ

ま
で

一
つ
の
電
話
番
号
に
一
冊
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
が
、
筑
後
電
報
電

話
局
ボ
は
、
五
七
年
十
月

一
日
発
行

予
定
の
五
十
青
別
電
話
帳
（筑
後
版
）

を

「電
話
を
二
本
以
上
お
も
ち
の
方

で
一
冊
し
か
い
ら
な
い
方
」
二
現
在

お
も
ち
の
電
話
帳
で
十
分
と
お
考
え

の
方
」
は
電
話
帳
減
冊
に
つ
い
て
ご

協
力
い
た
だ
き
、
五
月
二
十
五
日
ま

で
に
左
記
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

筑
後
電
報
電
話
局
営
業
課

（電
話

②
局
堅
三
番

（無
料
）
へ
。
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っ
て
い
ま
す
。

〔選
考
方
法
｝

一
般
公
開
抽
選

〔入
居
方
法
〕
抽
選
で
順
位
を
決
め

空
き
家
が
出
た
時
、
そ
の
順
位
に
従

っ
て
入
居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔申
込
方
法
〕
五
月
三
十

一
日
か
ら

六
月
十
二
日
ま
で
に
申
込
書

（都
市

対
策
課
建
築
係
に
あ
り
ま
す
）
に
所

定
事
項
を
記

′
入
ｔ
て
同
係
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
眼

科
は
受
付
だ
け
を
行
い
後
日
に
診
断

し
ま
す
。

こ
の
巡
回
相
談
を
五
月

一
日
号
で

は
、
五
月
四
日
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
福
祉
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

学

級

生

を

募

集

八
女
地
区
婦
人
大
学
な
ど

社
会
教
育
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
学
級
生
を
募
集
中
で
す
。
受
講
希

望
者
は
今
月
末
日
ま
で
に
動
労
婦
人

セ
ン
タ
ー
内
の
同
課
へ
。
く
わ
し
く

は
、
同
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

《八
女
地
区
婦
人
大
学
》
毎
月
第
二

人
曜
日
午
前
十
時
か
ら
婦
人
間
題
に

釣り人の皆さんベ

絶好の釣リシーズンになりまし

た。皆さんがれ釣りをされる際に

使用される ま`き餌ミのうち、赤

土と麦が海藻類の繁殖を防げ、魚

貝類の産卵 。生息に悪影響を及ぼ

しますので 海釣りをされる方は
次のことをぜひ守ってください。

1.磯や防波堤で釣るときは赤土

の使用をやめましよう。

2.海藻の発芽期 (5月 15日 ～ 6

月14日 )は 磯場では麦のま
ぎ餌は使わないようにしまし

ょう。

一 日召和57年 ――(みF88日 号


